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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
光
の
な
い
戦
場

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
９
２
２
Ｍ

【
作
者
名
】

　
ａ
ｓ
ａ
ｇ
ｈ
ｉ

【
あ
ら
す
じ
】

　
時
は
戦
国
時
代
。
天
下
取
り
の
野
望
に
、
誰
も
が
戦
場
を
疾
駆
し
た
。

今
、
阿
鼻
叫
喚
の
時
代
に
、
覇
を
唱
え
ん
と
し
た
男
が
見
た
も
の
は
。
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多
分
。

　　
彼
が
見
て
い
た
も
の
は
、
常
に
暗
闇
。

　
見
据
え
て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
見
つ
め
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
、
判
然

と
せ
ぬ
。

　
或
い
は
、
両
方
か
も
知
れ
ぬ
。

　
見
据
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
其
処
に
暗
闇
有
る
の
は
、
道
理
に
外
れ
る
と
も

思
え
る
。

　
見
つ
め
て
い
た
の
な
ら
ば
、
己
で
理
解
で
き
る
も
の
と
し
て
見
て
い
た
と
も
、

考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
何
故
。
何
故
、
見
る
の
か
。
見
ゆ
る
の
か
。

　
そ
の
、
答
え
だ
け
は
解
っ
て
い
る
。

　　
暗
闇
を
見
れ
ば
、
蝋
燭
の
灯
り
の
明
る
さ
が
分
か
る
か
ら
。

　
不
動
明
王
の
憤
怒
の
相
が
僅
か
に
解
る
程
度
の
明
る
さ
。
そ
れ
で
良
い
。

　
灯
明
の
光
が
仏
の
言
葉
だ
と
、
彼
の
名
僧
は
言
わ
れ
た
の
だ
か
ら
。

（
御
仏
の
慈
悲
と
同
じ
く
、
言
葉
は
広
大
無
辺
。
灯
明
の
光
と
い
え
ど
も
、
疎

か
に
し
て
は
な
ら
ぬ
。
）

（
や
が
て
、
こ
の
国
ど
こ
ろ
か
、
四
海
を
も
照
ら
し
渡
る
だ
ろ
う
、
だ
っ
て
？
）

　
目
を
閉
じ
て
い
て
も
。
か
。

（
俺
な
ら
ば
、
容
易
い
）
。

（
そ
う
と
も
。
）

（
何
せ
。
一
つ
し
か
、
無
い
の
だ
か
ら
。
）

　
彼
は
、
笑
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
自
分
で
は
。
そ
う
感
じ
た
。

　　
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
瞳
を
閉
じ
れ
ば
、
や
が
て
、
瞼
の
奥
に
宿
っ
た
ま
ま

だ
っ
た
、
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
光
さ
え
消
え
る
。
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何
故
か
、
こ
の
瞬
間
。
彼
は
い
つ
も
、
笑
い
出
し
た
く
な
る
。

　　
彼
が
身
を
置
く
の
は
、
常
に
、
暗
闇
。
だ
が
、
た
だ
の
暗
闇
で
は
無
い
。

　　
槍
を
構
え
た
兵
が
走
る
。
陣
太
鼓
の
音
が
す
る
。
肉
を
、
刀
が
裂
く
音
が
す

る
。

　
物
が
焦
げ
る
匂
い
が
す
る
。
荒
い
息
を
さ
せ
て
、
馬
が
走
る
。
何
騎
で
は
聞

か
ぬ
、
何
十
騎
、
何
百
騎
も
の
、
鎧
武
者
達
が
、
走
り
抜
け
て
行
く
。

　
見
る
が
よ
し
。
其
処
に
、
確
か
に
、
見
知
っ
た
顔
が
幾
つ
か
。
そ
し
て
。

　
ま
ご
う
方
無
き
、
己
自
身
も
居
る
で
は
無
い
か
。
彼
等
は
何
処
に
行
く
の
か
。

何
処
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
暗
闇
の
中
を
、
た
っ
た
一
つ
の
方
向
を
目
指
し
て
。

　　
皆
が
走
っ
て
い
る
。
必
死
で
。

　　
何
故
、
必
死
な
の
か
。

（
必
死
で
走
ら
ね
ば
、
死
ん
で
し
ま
う
。
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
将
と
兵
の
区
別

な
ど
無
く
。
）

　
そ
れ
が
、
公
平
な
配
分
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
、
神
な
ら
ぬ
身
に
は
解
り
よ

う
も
無
く
。

　
だ
っ
て
、
其
処
は
、
戦
場
だ
か
ら
。

　
何
故
な
ら
ば
、
其
れ
が
、
戦
場
で
あ
る
か
ら
。

　
暗
闇
に
、
法
螺
貝
が
響
く
。
鬨
の
声
が
上
が
る
。

　
雄
た
け
び
を
上
げ
る
、
一
騎
当
千
の
つ
わ
も
の
達
。

　　
彼
が
見
て
い
る
の
は
、
光
の
無
い
、
戦
場
な
の
だ
。

　
で
は
、
思
え
ら
く
。

　
”
光
”
は
、
何
処
で
あ
る
か
と
ぞ
。

　
我
が
目
に
確
か
に
映
る
幾
多
の
像
の
、
そ
を
照
ら
す
光
は
何
処
よ
り
、
参
っ

た
も
の
よ
、
と
。
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＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　　
和
睦
を
申
し
入
れ
て
来
た
の
は
、
向
こ
う
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
畠
山
義
継
の
事
を
思
う
。
宮
城
城
で
の
出
来
事
を
考
え
る
。

　
き
り
き
り
と
揉
み
込
む
よ
う
な
、
頭
痛
す
ら
し
て
く
る
の
を
お
構
い
無
し
に
、

ひ
た
す
ら
に
、
過
ぎ
し
過
去
を
思
い
、
眼
前
に
再
現
せ
ん
ば
か
り
に
考
え
て
い

る
内
、
ひ
ょ
っ
こ
り
と
、
一
つ
の
名
前
が
思
い
浮
か
ぶ
。

（
大
内
、
定
綱
・
・
・
・
。
）

　
不
思
議
な
事
に
、
彼
等
は
、
一
人
二
人
で
は
無
い
筈
な
の
に
、
政
宗
の
胸
中

に
浮
か
ぶ
の
は
、
た
だ
一
人
、
こ
の
名
前
の
み
な
の
で
あ
る
。

　　
伊
達
十
七
代
目
伊
達
藤
次
郎
政
宗
。
元
服
し
て
、
こ
の
名
前
を
名
乗
る
。
幼

名
は
、
梵
天
丸
。

　
梵
天
と
は
、
神
官
が
御
払
い
の
時
な
ど
に
振
る
、
幣
束
の
事
。

　
夢
で
、
不
思
議
な
白
髪
の
老
人
に
そ
な
た
の
腹
を
貸
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
、

快
く
承
諾
し
た
所
、
母
は
、
ゴ
ヘ
イ
と
も
言
わ
れ
る
そ
れ
を
授
け
ら
れ
た
と
言

う
。
だ
か
ら
、
梵
天
丸
。

　
元
服
後
の
名
前
の
由
来
は
、
伊
達
家
中
興
の
祖
、
第
九
代
大
膳
大
夫
政
宗
に

あ
や
か
っ
た
も
の
。

　
父
輝
宗
は
、
伊
達
家
が
奥
州
探
題
を
名
乗
っ
て
来
た
伝
統
に
則
り
、
足
利
将

軍
義
輝
よ
り
一
文
字
頂
い
た
。
し
か
し
。

『
も
う
、
そ
ん
な
時
代
で
も
あ
る
ま
い
。
』

　
そ
れ
よ
り
、
伊
達
家
を
こ
れ
よ
り
、
強
く
大
き
く
す
る
は
わ
が
息
子
で
あ
る

と
、
大
な
る
（
後
よ
り
考
え
る
と
、
そ
う
と
ば
か
り
も
言
え
な
い
の
だ
が
）
希

望
と
願
い
を
込
め
て
、
足
利
将
軍
義
満
と
も
縁
続
き
で
あ
っ
た
偉
大
な
ご
先
祖

の
名
前
を
息
子
に
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。

（
思
え
ば
、
常
に
俺
を
見
て
、
笑
っ
て
い
た
な
。
）

　
不
思
議
な
位
、
明
る
く
。

　
初
七
日
の
読
経
と
線
香
の
煙
の
向
こ
う
に
、
当
人
の
笑
顔
が
透
い
て
見
え
る
。



5

（
こ
の
顔
を
覚
え
て
い
よ
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
。
）

　
笑
っ
て
い
る
顔
を
。

（
何
故
だ
？
）

　
何
故
で
す
か
？

（
父
上
ー
？
！
）

　
血
を
吐
く
叫
び
は
、
血
に
塗
れ
た
腕
の
中
の
父
親
の
身
体
に
注
が
れ
た
。

　
戦
国
の
世
に
、
そ
の
時
代
を
生
き
る
者
に
、
笑
っ
て
い
ろ
と
仰
せ
か
？

（
あ
な
た
は
、
敗
れ
た
の
で
す
ぞ
？
）

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
輝
宗
が
推
し
進
め
て
来
た
和
睦
の
申
し
入
れ
を
中
心
と
し

た
外
交
政
策
は
、
輝
宗
自
ら
が
斡
旋
し
た
講
和
を
一
人
の
武
将
が
当
人
を
伊
達

政
宗
の
父
親
を
拉
致
し
去
り
、
ひ
っ
く
り
返
す
事
で
、
根
底
か
ら
崩
れ
去
っ
た
。

　
そ
の
畠
山
義
継
も
、
今
は
亡
い
。
そ
の
代
わ
り
、
影
響
は
甚
大
だ
。
特
に
伊

達
家
に
と
っ
て
は
。

　
た
っ
た
の
数
日
で
奥
州
は
、
以
前
の
血
で
血
を
洗
う
地
獄
図
絵
を
取
り
戻
し

た
と
言
え
よ
う
。

　
政
宗
は
、
伊
達
藤
次
郎
政
宗
は
、
伊
達
家
を
一
人
率
い
て
戦
う
事
に
、
今
は

疑
問
の
余
地
す
ら
感
じ
ら
れ
ぬ
。

　
巨
大
な
大
軍
、
芦
名
‐
二
階
堂
‐
岩
城
‐
石
川
‐
白
河
家
で
形
成
さ
れ
た
連

合
軍
、
が
、
米
沢
の
地
に
粛
々
と
迫
り
つ
つ
あ
る
。

（
と
り
あ
え
ず
、
と
言
っ
て
は
何
だ
が
、
二
本
松
は
貰
っ
た
。
）

　
二
本
松
城
を
拠
点
に
し
て
、
連
合
軍
を
迎
え
撃
つ
。
世
に
名
高
い
、
“
人
取

橋
の
合
戦
”
は
、
も
う
目
の
前
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
今
一
度
、
問
い
た
い
。
子
供
の
頃
、
何
を
聞
い
て
も
、
答
え

て
く
れ
た
あ
の
頃
の
よ
う
に
。

（
味
方
に
勝
機
が
有
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
何
だ
？
）

（
何
で
す
か
、
父
上
？
）

　
考
え
て
も
、
無
駄
か
も
知
れ
ぬ
。
自
分
に
と
っ
て
の
最
大
の
人
生
の
師
は
、

父
は
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
永
遠
に
。
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小
鳥
が
鳴
い
た
。
は
た
、
と
、
伊
達
政
宗
は
、
我
に
帰
っ
た
。

　
も
う
、
雨
も
上
が
っ
た
こ
ろ
だ
ろ
う
。
不
動
明
王
の
坐
像
を
振
り
返
っ
て
苦

笑
す
る
。

　
少
し
く
考
え
事
を
し
た
所
で
、
長
い
時
間
を
過
ご
し
た
訳
で
も
有
る
ま
い
。

が
し
か
し
、
休
養
を
取
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
思
わ
ぬ
場
所
で
だ
。

（
坐
像
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
不
動
明
王
な
の
だ
ろ
う
か
？
）

（
蔵
王
権
現
だ
っ
た
り
し
て
な
。
）

　
ゆ
る
ゆ
る
と
、
堂
の
外
に
出
た
。
空
は
思
っ
た
よ
り
明
る
く
、
晴
れ
て
い
た
。

雨
上
が
り
の
青
空
が
、
い
っ
そ
清
々
し
い
。

（
芦
名
に
勝
て
る
か
と
考
え
た
所
で
仕
方
が
有
る
ま
い
。
や
れ
る
だ
け
の
所
を

や
る
ま
で
だ
。
）

（
叔
父
貴
や
従
兄
弟
達
ま
で
を
引
っ
張
り
込
ん
で
の
連
合
軍
、
か
・
・
・
・
。
）

　
果
た
し
て
、
急
造
の
連
合
軍
に
、
伊
達
譜
代
の
武
将
同
士
の
よ
う
な
、
連
携

が
望
め
る
も
の
だ
ろ
う
か
？
政
宗
の
胸
の
内
に
、
あ
る
計
画
が
う
ご
め
き
出
し

て
い
る
の
を
、
本
人
も
否
定
は
し
な
か
っ
た
。

（
安
部
対
馬
が
、
あ
と
は
、
頷
い
て
く
れ
る
だ
け
、
と
。
）

　
黒
脛
軍
の
装
束
が
目
に
ち
ら
つ
い
た
。

「
何
と
か
な
る
か
な
。
」

　
そ
れ
こ
そ
、
最
後
の
手
段
だ
が
。

　
声
を
出
し
て
、
馬
の
手
綱
を
引
く
、
政
宗
の
目
に
、
今
度
は
、
鮮
や
か
な
虹

が
映
る
。

「
お
、
こ
れ
は
、
綺
麗
だ
。
・
・
・
吉
兆
か
な
。
」

　
遠
い
幼
い
日
に
、
遠
乗
り
を
教
え
た
人
が
、
政
宗
に
こ
う
言
っ
た
。

『
お
前
の
目
は
、
吉
兆
ぞ
。
』

　
と
。
他
で
も
な
い
、
梵
天
丸
の
隻
眼
を
指
し
て
そ
う
言
っ
た
の
だ
。

『
満
海
上
人
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
証
だ
。
』

　
と
。
子
供
心
に
、
本
当
か
と
思
っ
た
も
の
だ
。

（
真
な
ら
ば
、
こ
の
戦
、
勝
て
る
。
）

（
真
な
ら
ば
な
。
）
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馬
に
跨
り
、
思
う
。
吉
を
凶
と
変
え
る
も
、
凶
を
吉
と
成
す
も
、
己
次
第
。

　
し
か
し
。
あ
の
一
言
で
、
政
宗
の
、
梵
天
丸
の
心
持
ち
と
で
も
言
う
べ
き
も

の
が
、
若
干
変
わ
っ
た
の
も
、
事
実
。

（
俺
は
、
何
か
を
成
す
べ
き
人
間
だ
。
）

（
俺
は
、
何
を
成
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
）

　
軽
く
、
馬
の
腹
を
蹴
り
、
走
ら
せ
、
草
を
薙
ぎ
倒
し
、
風
を
切
る
。

　
馬
の
足
が
、
急
に
止
ま
っ
た
。
政
宗
が
、
手
綱
を
引
い
た
。

（
あ
あ
。
解
っ
た
。
）

（
今
。
解
っ
た
。
）

　
片
目
か
ら
、
涙
が
、
そ
の
時
、
漸
く
、
温
か
な
涙
が
一
粒
、
零
れ
落
ち
た
。

　
だ
が
、
同
時
に
、
目
に
入
る
情
景
が
あ
っ
た
。
政
宗
が
騎
馬
で
立
つ
そ
の
前

方
か
ら
、
茶
色
い
砂
煙
が
ど
う
ど
う
と
立
ち
上
が
っ
て
動
き
な
が
ら
、
こ
ち
ら

に
、
近
付
い
て
来
る
。

（
小
十
郎
か
な
。
そ
れ
と
も
、
成
実
。
）

（
俺
の
帰
り
が
遅
い
の
で
、
迎
え
に
来
た
か
。
）

　
冬
近
い
風
の
中
を
、
政
宗
は
、
天
を
見
上
げ
て
立
ち
尽
く
し
た
。
溢
れ
る
涙
、

今
は
拭
う
気
も
し
な
か
っ
た
。

（
父
上
。
伊
達
輝
宗
様
よ
。
）

（
あ
な
た
こ
そ
が
、
あ
な
た
こ
そ
が
、
私
の
、
伊
達
政
宗
の
、
“
光
”
で
あ
り

ま
し
た
。
）

（
思
え
ば
、
あ
な
た
に
手
を
引
い
て
導
か
れ
、
あ
な
た
の
教
え
る
ま
ま
に
生
き

て
来
た
。
）

（
も
う
、
あ
な
た
は
、
い
な
い
。
）

　
政
宗
は
、
手
綱
を
、
も
う
、
は
っ
き
り
、
見
え
る
、
友
軍
の
方
へ
と
向
け
た
。

　
そ
れ
を
見
て
取
っ
て
か
、
相
手
は
速
度
を
上
げ
て
来
た
。
も
う
す
ぐ
、
耳
慣

れ
た
、
い
つ
も
の
声
の
響
き
が
聞
け
る
だ
ろ
う
。
政
宗
は
、
政
宗
の
馬
は
、
歩

き
出
し
た
。

　
前
方
へ
。
道
の
彼
方
へ
と
。

　　
例
え
、
其
処
が
、
”
光
”
の
な
い
戦
場
で
あ
っ
て
も
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

光のない戦場
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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